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産婦人科領域 におけ るT-3262の 臨床的検討
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新 しい経 ロピリドンカルボン酸系抗菌剤であるT-3262を 産婦人科領域の感染症21例 に使用し,

本剤の臨床効果と安全性の検討を行い以下の成績を得た。

投与方法は1回150mgを1日2～3回,4～15日 間経口投与 した。臨床効果判定は21例 中18例

に対 して行い,著 効5例,有 効13例 で有効率は100%で あ った。副作用 としては頭痛,下 痢,胃

痛を各1例 ずつに認めたが,臨 床検査値の異常は1例 も認められなかった。

以上の結果は産婦人科領域感染症に対するT-3262の 有用性を示すものと考えられた。
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T-3262は 富 山化 学 工 業(株)に よ り開発 され た 新 しい

経 ロ ピ リ ドソカ ル ボ ン酸 系 抗 菌 剤 で あ る。 化 学 構 造 式 上

の 特 徴 は1,8-ナ フチ リジ ン環 の1,7位 に それ ぞれ 新 規

な2,4-ジ フル オ ロフ ェ ニ ル基 お よび3-ア ミノ ピ ロ リジ

_ル 基 を 有 す るこ と で あ る(Fig.1)。

T-3262は グ ラム陽 性 菌 を は じ め グ ラ ム陰 性 菌,嫌 気

性 菌 に も有 効 な 広範 な抗 菌 ス ペ ク ト ラ ム を有 し,特 に

Staphylococcus aureus(S.aureus),Streptococcus,

Enterococcusな どの グ ラ ム陽 性 菌,ブ ドウ糖非 発酵 グ

ラ ム陰 性桿 菌,Peptostreptococcus,Bacteroides fra-

gili3(B.fragiliS)に 対 して 従 来 の ピ リ ドンカ ル ボ ソ酸

Fig. 1. Chemical structure of T-3262.

系抗菌剤より強い抗菌力を示す1)。

今回我々は本剤を産婦人科領域における感染症に対し

て投与し,そ の臨床的検討を行ったので報告する。

1.方 法

1.対 象

対象は昭和62年1月 から昭和62年4月 までに名古屋

市立大学病院産科婦人科および関連施設4機 関の産婦人

科を受診 した軽症,中 等症の産婦人科領域の感染症とし

た。投与 した症例は21例 であり,う ち3例(No.19～

21)は 投与後の検討にて感染症状,臨 床検査値より感染

所見が明確でなか ったた め効果判定の対象より除外し

た。即ち効果判定は18例 に対 して行い,副 作用の検討

のみは21例 で行った。

症例18例(No.1～18)の 内訳はTable1に 示すよ

うに,子 宮内膜炎2例,子 宮付属器炎7例 パルトリン

腺膿瘍8例,外 陰部郷1例 である。年齢は15歳 から55

歳 で,平 均年齢は35.5歳 であった。

投与方法は1回150mgを1日2回 食後に経口投与す

るのを原則とし,症 状に応じて1日3回(450mg/day)
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Table 3. Laboratory findings before and after administration of T-3262

B : Before, A : After , ( ) : During
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投 与 した。投与日数は3日 間以上の連続投与 としたが,

必要に応 じて適宜延長 した。また本剤投与中は他の抗生

物質,抗 菌剤,消 炎鎮痛剤の併用は行わなかった。

2.効 果判定基準

臨床効果の判定は自他覚症状の改善度により下記の基

準で行った。

著効:主 要自他覚症状が3日 以内に著しく改善し,治

癒に至った場合。

有効:主 要自他覚症状が3日 以内に改善傾向を示し,

その後治癒した場合。

無効:主 要自他覚症状が3日 経過 しても改善されない

場合。

なお,手 術 ・切開などの外科的療法を併用 して著効で

あったものは,著 効と判定せず有効 とした。

II.臨 床 成 績

1.臨 床効果

各症例の臨床成績をTable1に,各 疾患別の臨床効

果をTable2に 示 した。

投与期間は4～15日 間に分布し,平 均は7.5日 であっ

た07日 以内に投与を終了した例は12例,10日 以上投

与 した例は5例 であった。総投与量は0.9～6.39で あ

り,平 均2.81gで あ った。

臨床効果を著効,有 効,無 効 と判定 した結果は,子 宮

内膜炎の2例 は著効,子 宮付属器炎7例 では3例 が 著

効,4例 が有効と判定された。外性器感染症9例 の内,

バル トリン腺膿瘍の8例 は全例外科的処置(切 開排膿術)

を加えたため有効と判定され,残 りの外陰部痛の1例 は

有効と判定された。全例が有効以上 と判定され,有 効率

は100%で あった(Table2)。

細菌学的には,18例 中11例 に細菌が検出され,投 与

終了後にも細菌学的検査が行われた10例 においては,

8例 は菌が陰性化 し,2例 は菌交代を示 し,菌 消失率は

80%で あった。

2.副 作用

自覚症状 としての副作用の検討では21例 の内,頭 痛,

下痢,胃 痛を各1例 ずつに認めたのみであ りいずれも一

過性で,軽 度であったため投与を継続 した。

臨床検査値の異常は1例 も認められなかった(Table

3)。

III.考 察

今回富山化学工業(株)に おいて開発された ピ リ ドン

カルポン酸系抗菌剤T―3262の 特徴 として,グ ラム陽性

菌をはじめ グラム陰性菌,嫌 気性菌に対 して広範囲な抗

菌スペクトラムを有し,し か も従来のピリドンカルボン

酸系抗菌剤と比較して,よ り優れた抗菌力を示すことが

あげられる0特 に メチシリン耐性S.aureus,Entero-

cocms faecalisを 含 む グ ラ ム陽 性菌,Escheriohia

coli, Klebsiella pneumoniae, Branhamella cater-

rhalis, Haemophilus influenzae, Pseudomonas

aeruginosa, Acinetobacter calcoaceticus および 且

fragili3に た いして非常に優れた抗菌力を示す1)。

産婦人科領域の感染症においても起炎菌の検出は非常

に重要であるが,付 属器炎などにおいては感染部位から

直接検体を採取することは困難である。そこでダグラス

窩穿刺により起炎菌を検出しようとする試みが一般的に

行われているが菌検出率は必ず しも高 くない。その結果

治療 を開始するに際してblind chemotherapyを 余儀

なくされることも多く,抗 菌スペクトラムの広い抗菌剤

を使用することが必要とな る2)。今回使用 したT―3262

は抗菌スペクトラムが広 く,ま た抗菌力も優れている薬

剤であり,婦 人科感染症に対 して使用するのに適した薬

剤 と考えられる。

複数菌感染もまた化学療法を施行するに際して考慮に

いれなければならない重要な点の一つである3)。今回の

症例ではNo.1,11,13,17に 複数菌感染を認めたが,い

ずれの症例に対 してもT-3262は 有効性を示した。特に

他の抗菌剤または抗生剤に よる先行治療歴のある症例

No,1,13に 対 して有効以上の優れた臨床効果を示したこ

とは,こ の薬剤の優れた抗菌力を示したものと考えられ

るo

副作用は軽度の頭痛,下 痢,胃 痛を各1例 に認めた

が,い ずれの場合においても症状は一過性で自然に消失

したため投与は継続可能であり本剤との関連性は少ない

ものと考えられた。更にこの系列の薬剤の副作用として

知られているめまい,ふ らつきなどの症状も出現しなか

った4)。また臨床検査値の異常は1例 も認められなかっ

た。

今回,我 々は産婦人科領域感染症18例 に対して本剤

の臨床的有用性を,ま た21例 に対 して安全性に関する

検討を行った。その臨床成績は18例 中著効5例,有 効

13例 で有効率100%と 非常に優秀な成績を得た。

細菌学的検討においては,投 与前に細菌が検出され,

投与後にも検査が行われた10例 中8例 で細菌が消失し,

本薬剤の有効性が示唆された。

以上の結果 より本剤は産婦人科領域の感染症に対して

有効であ り,他 剤無効例に対 しても広くその効果が期待

できる薬剤であることが示唆された。即ち外来診療にお

いて軽症 ・中等症の産婦人科感染症例にfirst choiceと

して使用されるのに適 した経口抗菌剤と考えられる。
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T-3262, a new synthetic quinolone-carboxylic acid antimicrobial agent , was used in 18 cases of
obstetric and gynecologic infections and the following results were obtained .

1) T-3262 was administered orally at a daily dose of 300-450 mg for 4-15 days . Clinical response
was excellent in 5 and good in 13 cases and the efficacy rate was 100%.

2) As to adverse reactions, headache, diarrhea and stomach discomfort were observed in one case
each. No abnormal laboratory findings were observed .

These findings suggest that T-3262 is a useful antimicrobial agent in obstetric and gynecologic
infections.


